
Ⅷ　附属動物病院・共同利用施設・図書



1．附属動物病院

　動物病院は明治 45 年に家畜病院として開設され，わが国における酪農畜産や家畜診療の指導的役割を果たし
てきた。昭和 39 年，当時としては東洋一の家畜病院として現在地に新築されたが，その後老朽化が進み平成 6
年に大改修が行われた。平成 14 年，獣医学部附属施設から大学院獣医学研究科附属施設となり，平成 18 年には
家畜病院から動物病院という名称に変更された。その後，高度獣医療の実践と獣医臨床教育の強化を目的とし
て，平成 25 年に動物医療センターとして新築された。
　動物医療センターは，12 の診察室，カウンセリングルーム，5つの手術室，歯科治療室，3つの超音波検査
室，2つのX線検査室，CT検査室，MRI 検査室，低エネルギー放射線治療室，高エネルギー放射線治療室，化
学療法室，内視鏡検査室，集中治療室，集中治療室（ICU）などが完備され，地域の中核病院としてニーズに応
えられるよう整備されている。伴侶動物としての犬や猫が長寿になってきているのを反映して，腫瘍性疾患や老
齢性疾患（慢性心疾患，慢性腎臓病，内分泌疾患，慢性皮膚疾患など）の診療が多く，高度な外科的処置が必要
とされる疾患も増えてきており，地域における二次診療施設としての役割を担っている。また，教育病院として
学生の臨床教育ばかりでなく，臨床獣医師および海外からの研修獣医師の卒後教育の場としても活用されてい
る。さらに，高次画像診断法，疾患遺伝子の遺伝子解析およびその検出法などの診断技術の開発，創傷治癒促進
機序の解明，動物に負担の少ない抗腫瘍療法，疾病発生予防のための対策確立とその指導など，多方面からの臨
床獣医学的研究にも活用されている。
　また，動物医療センターでは，地域獣医師の卒後教育を目的とした「卒後教育セミナー」を定期的に開催して
おり，臨床研修や学術情報交換の場として有効に活用されている。

①施設・設備

施設
診察室（12 室），カウンセリングルーム，手術室（5室），歯科治療室，超音波検査室（3室），
X線検査室（2室），CT検査室，MRI 検査室，低エネルギー放射線治療室，高エネルギー放射
線治療室，化学療法室，内視鏡検査室，集中治療室（ICU）

設備

多目的X線TV撮影装置，CアームX線透視装置，16 列コンピュータ断層撮影（CT）装置，
磁気共鳴画像（MRI）検査装置，ドプラ超音波診断装置，デジタル内視鏡装置，内視鏡手術装
置，関節鏡手術装置，吸入麻酔装置，麻酔監視装置，低エネルギー放射線治療装置，各種血液検
査装置など

②スタッフ数（過去 6年間）� 各年度 5月 1日現在

職種 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

教員 15 15 17 15 18 23

獣医師 1 1 2 2 2 4

臨床研修獣医師 9 7 7 15 11 10

動物看護士 4 5 7 10 12 10

放射線技師 1 1 1 1 0 1

用務員 0 0 0 1 0 0

受付事務員 2 2 2 3 3 4

合計 32 31 36 47 46 52
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③診療頭数及び診療収入状況（過去 6年間）� 単位：頭，千円

教室名 牛 馬 豚 綿山羊 犬 猫 その他 合計

平成 22 年度
診療頭数 207 5 1 0 7,553 970 9 8,745
金額 3,361 228 6 0 147,248 15,224 230 166,297

平成 23 年度
診療頭数 247 9 0 0 8,391 1,133 3 9,783
金額 5,093 406 0 0 197,832 22,793 16 226,140

平成 24 年度
診療頭数 80 8 0 0 9,327 1,238 4 10,657
金額 1,182 346 0 0 242,877 27,494 132 272,031

平成 25 年度
診療頭数 51 6 0 0 9,880 1,419 26 11,382
金額 720 295 0 0 288,315 35,951 603 325,884

平成 26 年度
診療頭数 35 6 0 0 10,166 1,467 30 11,704
金額 558 221 0 0 304,145 35,743 1,065 341,732

平成 27 年度
診療頭数 2 7 0 0 11,550 1,726 15 13,300
金額 9 162 0 0 338,398 45,880 168 384,617

� ※金額は千円未満切り捨てで表示（千円）

④研究生・臨床研修生受入数（過去 6年間）
教室名 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度
獣医内科学 2 1 1 0 0 1
獣医外科学 1 3 3 2 1 1
比較病理学 0 0 0 0 0 0
繁殖学 2 0 0 1 0 0

臨床分子生物学 0 0 0 0 0 0
病院 0 0 0 0 0 0
合計 5 4 4 3 1 2

⑤卒後教育セミナー開催状況（平成 26〜27 年度）
開催日 演者 タイトル

平成 26 年度

平成 26 年 7 月 25 日
森下啓太郎 骨髄検査とその適応
細谷　謙次 皮膚の腫瘍

平成 26 年 9 月 26 日
華園　　究 泌尿器の画像診断
高木　　哲 上部気道疾患の外科

平成 26 年 11 月 28 日
越後　良介 胸腰部椎間板ヘルニアアップデート
中村　健介 主要症状に応じた超音波検査の使い方〜腹水・胸水編〜

平成 27 年 1 月 30 日
伊丹　貴晴 臓器疾患別の周術期管理
大田　　寛 神経疾患の診断と治療：頭蓋内疾患を中心に

平成 27 年 3 月 27 日
石崎　禎太 胸水腹水の細胞診
星野　有希 体表手術の基礎の基礎

平成 27 年度

平成 27 年 5 月 29 日
森下啓太郎 血液凝固異常
細谷　謙次 骨の腫瘍

平成 27 年 7 月 31 日
石塚　友人 周術期の輸液管理
高木　　哲 肝胆道系の外科

平成 27 年 10 月 2 日
越後　良介 四肢の骨折への初期対応と治療の潮流〜外固定，低侵襲手術〜
中村　健介 主要症状に応じた超音波検査の使い方〜胸水編〜

平成 27 年 12 月 4 日
華園　　究 胸部X線検査を見直す
大田　　寛 神経疾患の診断と治療〜脳幹部，前庭，小脳疾患〜

平成 28 年 2 月 5 日
伊丹　貴晴 整形外科手術の疼痛管理〜末梢神経ブロックを中心に〜
星野　有希 脾臓
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2．動物施設

　動物施設は，動物施設Ⅰ（平成 7年 3月完成，1,588m2）と，動物施設Ⅱ（感染動物飼育室）に分かれてい
る。動物施設Ⅰでは，イヌ 35 頭，ウサギ 36 匹（又はモルモット 54 匹），ニワトリ 27 羽，ラット 930 匹，マウ
ス 9576 匹を飼育することができる。さらに行動解析実験のために，動物実験施設にマウス 60 匹の飼育スペース
がある。また，動物施設Ⅰの大動物飼育施設には，教育研究のための飼育房とそれに附属するパドック
（3,172m2），一時的に大動物を維持するためのタイストールを設備しており，年間馬 3頭，牛 10〜15 頭，ヤギ 5
頭を飼育し，教育のために使用している。さらに動物施設Ⅰには，BSL-2 の感染実験が可能な牛 2頭を飼育でき
る飼育室及び，犬 4頭，ニワトリ 16 羽の飼育が可能なアイソレーターと安全キャビネットを備えた感染動物飼
育室が備えられている。動物施設Ⅱは感染動物飼育用として管理研究棟本館の 5階に設置され，ブタ 13 頭，ニ
ワトリ 14 羽，ラット 675 匹，マウス 1134 匹を飼育できるアイソレーターと安全キャビネットを有するBSL-3
の感染動物実験室から構成されている。動物施設Ⅱは危険度の高い人獣共通感染症の病原体を用いた研究の推進
に大きく貢献している。
　獣医学研究科動物実験施設と動物実験プログラムは，平成 19 年度に国際実験動物管理認証協会（AAALAC
インターナショナル）の完全承認を得ており，3年毎にサイトビジターの査察を受け入れ，この完全承認を継続
している。平成 27 年度に最新のAAALACインターナショナルの認証を受けたので，次回の査察は平成 30 年
度に予定されている。

①動物施設の年間動物飼育数（過去 6年間）� ※ AAALAC提出データ

区分 動物種 2010 年 2011 年 2012 年 2013 年 2014 年 2015 年

大型動物

牛 7 10 13 11 8 5
馬 2 2 3 2 1 3
山羊 5 5 5 5 5
羊 1 9 21
豚 90 51 30 35 10 7

中型動物
ウサギ 43 11 35 12 10 8
犬 41 46 41 38 10 41
ネコ 6

小型動物

マウス 5588 5089 5149 3980 4799 6882
ラット 672 334 638 278 289 503
スナネズミ 24 3 35 14 3
モルモット 18 15 40 12 7 18
ハムスター 12 30
鶏 1430 1468 1230 763 310 568
カモ 3 3 40 16 4
アイガモ 24 8
カラス 15 12 5
アヒル 4
シチメンチョウ 5
ウズラ 3 3
ミドリガメ 3 3
ウシガエル 11 11 36 22 32
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3．獣医標本施設

　平成 21 年度の講義棟新築に伴い，講義棟内の講堂入口脇に標本室が開設された。これまでに獣医学の研究・
教育のために蒐集された貴重な学術的価値をもつ動物の骨格標本，動物の臓器や寄生虫の液浸・プラスチネー
ション標本，節足動物標本などが標本室内に保管・展示されている。1925 年から 4度もノーベル生理学・医学
賞候補に推薦された，市川厚一先生と山際勝三郎先生によるウサギの耳の人工発癌実験標本も本標本室内で展示
されている。

平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

入館者数 165 107 153 484 422 564
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4．共同利用機器施設
� 平成 28 年 3 月現在

設置場所 機器名 型番等 メーカー 年度

本館 1階
透過電顕室 透過型電子顕微鏡 JEM-1400Plus 日本電子 H24

走査電顕室 走査型電子顕微鏡 SU8010 日立 H25

電顕室 共焦点レーザー顕微鏡 共焦点レーザー走査型顕微鏡FV500 オリンパス H11

第一共同実験室 ウルトラミクロトーム ULTRACUT S REICHERT-NISSEI H4

暗室
タイムラプス微分干渉顕微鏡 ECLIPSE TE2000-E ニコン H16

オールインワン顕微鏡 BIOREVO BZ-9000 キーエンス H23

純水製造装置室
純水・超純水製造装置 ElixUV-70，Milli-Q Synthesis 日本ミリポア H15

製氷機 FM-340AK-SA ホシザキ電気 H24

本館 3階

オートクレーブ室

オートクレーブ 高圧蒸気滅菌器 Zクレーブ S-140F 三浦工業 H21

製氷機 FM-510AE-G ホシザキ電気 H9

メディカルフリーザー MDF-U443 SANYO H21

第二共同実験室
組織切片作製室 サクラ　他 不明

クリオスタット CM1850 ライカ H23

E 棟 1階

画像情報処理室

共焦点レーザー顕微鏡 LSM700 カールツァイス H21

共焦点レーザー顕微鏡 LSM700 カールツァイス H24

大判カラープリンタ W8400PG キャノン H18

E 棟 4階

第三共同実験室

フローサイトメーター FACS Verse ベクトン・ディッキンソン H23

フローサイトメーター FACS Verse ベクトン・ディッキンソン H24

セルソーター FACS Aria Ⅱ ベクトン・ディッキンソン H27

生体分子間相互作用解析装置 Biacore X100 GE ヘルスケア H24

次世代シークエンサー Ion Proton life technologies H25

薬用保冷庫 MPR-414FPJ パナソニック H25

第四共同実験室

超遠心機 分離用小型超遠心機 himac CS150-FNX 日立工機 H24

超遠心機 高機能分離用超遠心機 himac CP80MX 日立工機 H15

冷却遠心機 大容量冷却遠心機 himac CR7 日立工機 H24

第五共同実験室

フーリエ変換型　質量分析装置 LTQ Orbitrap Discovery，
UltiMate3000 LC システム

サーモフィッシャー
サイエンティフィック H21

ルミノメーター ルミネッセンサー JNR AB-2100 アトー H8

分光光度計 DU640 ベックマン H5

LC/MS LCMS-8030，LC-2010AHT 島津製作所 H23

安定同位体比MS IsoPrime100，vario MICRO cube ジャスコインターナショナル H25

蛍光スキャナ Typhoon FLA9500BGR GEヘルスケア H23

マルチプレックスアッセイ装置 Luminex200 ルミネックス H24

微量天秤 AG-245 メトラー・トレド 不明

DNAマイクロアレイシステム Gene Chip system アフィメトリクス H17

獣医衛生　
第一実験室

ドラフトチャンバー
（旧ペプチド合成装置の付属） FHS120 ヤマト科学 H4

放射線棟
RI 学生実験室 脂質分析装置 脂質分析装置 SC8020 東洋曹達 H5

放射線測定室 電子スピン共鳴装置 電子スピン共鳴装置 JES-RE1X 日本電子 H4

放射線検査室 バイオイメージアナライザー BAS2500 フジフィルム H14

RI 小動物実験室 遠心機 遠心機 7930 久保田 H8

管理照射室 X線発生装置 X線発生装置HF320 島津製作所 H11

RI 動物飼育室 超遠心機 分離用超遠心機 himac CP80α 日立工機 H4
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5．図書

①施設・設備

開室日等
開室日：月〜金曜日　9：00〜17：00
休室日：土曜日，日曜日，祝日，年末年始（12 月 29 日〜1月 3日）
※カードキー利用で通年 24 時間利用可能

施設・設備 施設：閲覧室，第一書庫，第二書庫，事務スペース
設備：無断持出防止装置（BDS），入出管理システム（電気錠），閲覧席，情報検索端末

②蔵書の状況� 平成 28 年 3 月末現在

区分 図書 学術雑誌 視聴覚資料 電子ジャーナル 電子ブック データベース

和 11,132 冊 562 種 57 点 1,714 タイトル 1,707 タイトル 15 種

洋 26,226 冊 864 種 6 点 20,603 タイトル 45,397 タイトル 29 種

合計 37,358 冊 1,426 種 63 点 22,317 タイトル 47,104 タイトル 44 種

③資料受入数（過去 6年間）

区分 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

図書 209 冊 217 冊 200 冊 176 冊 213 冊 133 冊

学術雑誌 203 種 194 種 181 種 170 種 163 種 145 種

④室外個人貸出数（過去 6年間）

区分 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

総数 1,962 冊 1,482 冊 1,484 冊 1,362 冊 2,122 冊 2,561 冊

うち学生 1,713 冊 1,202 冊 1,288 冊 1,035 冊 1,731 冊 1,977 冊
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北海道大学大学院獣医学研究科・獣医学部
〒060-0818　北海道札幌市北区北 18 条西 9丁目
　　　　　　TEL	（011）706-5173, 5174（事務室）
　　　　　　FAX	（011）706-5190

印刷　株式会社 アイワード
〒060-0033　札幌市中央区北 3条東 5丁目 5-91
　　　　　　TEL	（011）241-9341
　　　　　　FAX	（011）207-6178
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